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佐賀県農林水産部農業経営課

℡ 0952-25-7422

検索佐賀 企業参入

お問い合わせ

📧 agri-entry@pref.saga.lg.jp

施設・機械整備のための支援（新規就農の場合）

農地の基盤整備のための支援

企業 農業参入

佐賀県は

企業の農業参入を

支援します

事業名
さが園芸888整備支援事業
（経営基盤強化対策）

産地生産基盤パワーアップ事業
（収益性向上対策）

強い農業づくり総合支援交付金
（産地基幹施設等支援タイプ）

事業主体

市町長が特に必要と認める以下の
いずれかの者等
・農事組合法人、農地所有適格法人
または認定農業者である法人
・市町との進出協定等を締結し、農
業経営を開始する会社法人など

地域農業再生協議会が作成する
「産地パワーアップ計画」に参加す
る農業者、農業者団体、（農業協同
組合、農事組合法人、農地所有適格
法人、その他農業者が組織する団
体）など

農業者の組織する団体、事業協同
組合、中間事業者など

補助率
（交付率）

県50％、市町10％ 国50％、県20％、市町5％ 国50％、県20％、市町5％

交付金上限

県費における１事業実施主体当たり
の補助金上限額は、１受益農業者当
たり3,000万円／年度

農政局長等が別に定める場合に
あっては、その率または額とする

県費における１事業実施主体当たり
の補助金上限額は、１受益農業者当
たり3,000万円／年度

農政局長等が別に定める場合に
あっては、その率または額とする

県費における１事業実施主体当たり
の補助金上限額は、１受益農業者当
たり3,000万円／年度

整備内容

園芸用ハウス、機械等 低コスト対候性ハウス、機械等

低コスト対候性ハウスとは：耐風速50ｍ／ｓ以上又は耐雪荷重50kg／
㎡以上の強度を有し、プラスチックフィルムを被覆資材とした共同で利用
するハウスとし、かつ、設置コストが同規模、同強度の鉄骨ハウスの７割以
下のもの

事業名 法人経営農地整備事業
農地中間管理機構関連

農地整備事業
基盤整備促進事業

（さが園芸８８８推進型）

事業主体 県 県 市町

補助率

国50（55）％、県27.5％
地元22.5（17.5）％

国62.5％、県25.0％（27.5％）、
市町12.5％（10.0％）

国50（55）％、県15％
市町15％以上
農家20（15）％未満

整備内容

①農業用用排水施設、暗渠排水、区
画整理、農作業道など
②侵入防止策、果樹棚、果樹根域制
限システムなど
※②のみの実施は不可

区画整理、農用地造成、農業用法排
水施設、農業用道路、暗渠排水など

①農業用用排水施設（井戸等）、暗
渠排水、土壌改良、区画整理、農作
業道等、農地造成、農用地の保全
②侵入防止柵、果樹棚、自動給水栓、
果樹根域制限システム（マルチ除く）
など
※②事業のみの実施はできません。

注：補助率欄の（ ）は、５法指定地域等の補助率です
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御相談はこちら

〇企業・法人等への主な支援・補助制度（令和５年度版）
佐賀県では、野菜・果樹・花・茶といった園芸農業の産出額を

https://logoform.jp/f/VVajL

注：規模拡大においては補助率が異なる場合があります



佐賀県農林水産部農業経営課

℡ 0952-25-7422

〇佐賀県の魅力
私たちは、企業や法人の園芸農業への参入を積極的にサポー
トします。
農業を取り巻く社会情勢が厳しくなる中において、農業への参
入を計画されてから営農を開始するまでには、数多くの関係機関
との調整や複雑な制度への理解、生産技術の習得など様々な苦
労が待ち受けています。
また、営農開始後においても、自然災害への備え、有害鳥獣に
よる農作物被害の発生、労働力の確保、地域社会との共存など、
心配事が絶えることはありません。
農業に関する相談やお困りごとの内容に応じて、担当部署とと
もに解決に向けた支援を行います。

STEP 1
STEP 2

STEP 3

STEP 5
STEP 6

参入プラン

農地の確保
生産技術の習得

営農開始

STEP 4

STEP 7
機械・施設整備

補助制度による支援

現地を視察しませんか？

お困りごとはありませんか？

魅力アップ
販路・規模拡大

6次産業化の支援

県産品のPR

農地の紹介

研修制度の紹介

保険制度の紹介
自然災害への備え
鳥獣被害の低減
地域社会との共存

エントリーシート

伊万里港

玄界灘

認定農業者制度

※選定品目や参入プランによってはステップが前後する場合があります。

私たちが支援します

福岡県と長崎県の間に位置する佐賀県。
有明海と玄界灘、違った表情を持つ２つの海、緑深き山々、温暖な気
候、肥沃な大地は、豊富な農作物をもたらし、多彩な食文化を育んでい
ます。
また、鉄道や高速道路が交差する九州の交通の要衝としても知られ
ており、伊万里港や唐津港、九州佐賀国際空港からアジアへとつな
がっています。

佐賀市 ←→ 福岡市 （約60分（64㎞））

九州佐賀国際空港

羽田（1時間35分）

成田（1時間45分）

上海（1時間45分）

伊万里港

天津・大連・青島航路

上海・寧波航路

釜山・上海・寧波航路

釜山航路

国際フィーダー航路（神戸港経由）

新鳥栖駅

博多駅（12分） 新大阪駅（2時間47分）
● ●

主要な交通

水 光

土

また、年平均気温は17度前後の地域が多く、全般的に温和
です。

温度

佐賀平野は、水田面積に対する山地面積
が小さく、乏しい水資源を効率よく反復利
用するため、「クリーク」と呼ばれる農業用
用排水路網が発達しています。

佐賀平野は、九州最大の筑後川から火山灰や土砂の供給と日本最大の干満差を持つ有明海により繰り返される潮の満ち引きに
よる自然の造陸現象、江戸時代からの干拓事業により形成された広大な平野であり、粘土質でミネラル分が豊富です。表作は水稲
や大豆、裏作には麦類や露地野菜などによる二毛作地帯となっており、耕地利用率は133.7％と36年連続日本一となっています。

⚓

⚓

⚓

唐津港

博多港

国際フィーダー航路
（神戸港経由）

東アジアへ

鳥栖 JCT

有明海

お問い合わせ

POINT 参入プランを立てるために明確化したい５項目

何を作りたいか

栽培技術
機械化の有無

農地面積、栽培環境
経営規模、雇用確保

補助金活用の意向
スピード感を共有

農業経営の継続性

〇サポート体制

〇農業を取り巻く環境 〇全国へ誇る農産物

年間日照時間は2111時間（R3）と全国平均を上回ります。
特に有明海沿岸の平野部は日光を遮るものが少なく、朝日を
十分に取り込みやすい環境です。

どのくらい
生産したいか

いつまでに
営農を開始したいか

販路をどうするかこれらを達成するため
に、必要な技術、施設

機械は何か

サポートが必要な項目

農地

888運動
ホームぺージ
はこちら


